
 
 
 

 
 
 

参考資料：平成１４年度 河川水辺の国勢調査（鳥類） 
 
 
 

平成１６年２月１３日（金） 
国土交通省四国地方整備局 
 那賀川河川事務所 

 

 

 
 

「那賀川水系河川水辺の国勢調査」について    
                                －那賀川に住む鳥類－    

 
 那賀川の環境状況を把握することを目的に、平成３年度より魚介類や鳥類、植物などの環境
調査を行っています。平成１４年度には鳥類調査を行いました。 
 今回の鳥類調査は平成４年、平成９年につづき３回目です。 
 
●鳥類調査は今回調査において１２０種の鳥類を確認しました。 
  前回調査（平成９年度）の７２種と比較すると、４８種多く確認されました。（別紙－①） 
 
●今回調査においては、これまでの調査時期（４回）に加えて、越冬前期（狩猟期前）及び 
  春の渡り期など、鳥類の渡りの習性を考慮して調査時期を追加（２回）したことが確認種 
  増加の要因の一つと考えられます。 
 
●今回初めて確認された種は「ハジロカイツブリ」、「ミユビシギ」、「ヒメアマツバメ」、「アカア 
  シカツオドリ」、「コクガン」など１５種でした。（別紙－②） 
 
●特定種として、１８種類の特定種を確認しました。（別紙－②） 
  特に珍しい種類として国の天然記念物に指定されている「コクガン（別紙－③）」、環境省の 
  レッドデータブック（2002）で「絶滅危惧１Ｂ類」に指定されている「アカアシカツオドリ（別紙－ 
  ④）」が確認されました。 
 
 那賀川事務所では、今回の調査結果をはじめ、既往調査の結果を基に環境に配慮した川づ 
くり等に生かしていきます。 
 

問合せ先

  
  国土交通省 四国地方整備局 那賀川河川事務所 
               ＴＥＬ ０８８４－２２－６４６１ 
          副 所 長   小野 重充（内線２０４） 
          調査課長  舘 健一郎（内線３５１） 
             



             〈別紙－①〉 
 
 
 

今回調査と前回調査の確認種数比較表 

 
 

   
今回調査 

（H14年度：全6回調査）
ａ

前回調査 
（H9年度：全j4回調査） 

ｂ

今回調査－前回調査 
ａ－ｂ

繁殖前期
個体数 １５８０ ９８９ ５９１

種数 ５２ ４５ ７

繁殖後期
個体数 １８５３ １０２０ ８１５

種数 ４６ ３６ １０

秋の渡り
個体数 ２３２０ ９９４ １３２６

種数 ５７ ３８ １９

越冬前期
個体数 ３１３４        ３１３４

種数 ４３   ４３

越冬期
個体数 ４２５０ ２８７３ １３７７

種数 ７１ ４７ ２４

春の渡り
個体数 ３２７９    ３２７９

種数 ７７   ７７

全体
個体数 １６３９８ ５８７６ １０５２２

種数 １２０ ７２ ４８



       〈別紙－②〉 
 
 

          今回調査で初確認され種及び特定種一覧表 

 
 
 
 

特定種出典図書 

 
 
 

今回調査で初めて確認された種 今回調査で確認された特定種

特定種出典図書

天然記念物 レッドデータブック
徳島県版 

レッドデータブック

１ ハジロカイツブリ １ アカアシカツオドリ   危惧ⅠＢ  

２ アカアシカツオドリ ２ ヨシゴイ     徳準

３ コクガン ３ チュウサギ  準絶滅 徳準

４ オオドリ ４ コクガン 国天 危惧Ⅱ 徳Ⅱ

５ オポバン ５ オシドリ   徳Ⅱ

６ ミユビシギ ６ ウミアイサ   徳Ⅱ

７ オオソリハシシギ ７ ミサゴ  準絶滅 徳Ⅱ

８ ホウロクシギ ８ ハチクマ  準絶滅 徳Ⅰ

９ セイタイカシギ ９ オオタカ 保存 危惧Ⅱ 徳Ⅱ

１１ コマドリ １０ ハイタカ  準絶滅 徳準

１２ トラツグミ １１ ウズラ  不足 徳Ⅱ

１３ センダイムシクイ １２ シロチドリ    徳Ⅱ

１４ キビタキ １３ ミヤコドリ    徳準

１５ オオルリ １４ ダイシャクシギ    徳準

   

１５ ホウロクシギ   危惧Ⅱ 徳Ⅱ

１６ セイタカシギ   危惧ⅠＢ 徳Ⅰ

１７ コアジサシ 保存 危惧Ⅱ 徳Ⅱ

１８ コマドリ    徳準

指定区分 指定区分詳細

特天 文化財保護法 特別天然記念物

国天 文化財保護法 国指定天然記念物

保存 種の保存に関する法律 国内希少野生動植物種

絶滅（ＲＬ） 環境庁ＮＲＤＢ 絶滅種

野絶滅 環境庁ＮＲＤＢ 野生絶滅

危惧Ⅰ 環境庁ＮＲＤＢ 絶滅危惧Ⅰ類

危惧ⅠＡ 環境庁ＮＲＤＢ 絶滅危惧ⅠＡ類

危惧ⅠＢ 環境庁ＮＲＤＢ 絶滅危惧ⅠＢ類

危惧Ⅱ 環境庁ＮＲＤＢ 絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅 環境庁ＮＲＤＢ 絶滅危惧

地域ＲＬ 環境庁ＮＲＤＢ 地域個体群

不足 環境庁ＮＲＤＢ 情報不足

徳Ⅰ 徳島県の絶滅のおそれのある野生生物(2001)における絶滅危惧Ⅰ類種

徳Ⅱ 徳島県の絶滅のおそれのある野生生物(2001)における絶滅危惧Ⅱ類種

徳準 徳島県の絶滅のおそれのある野生生物(2001)における準絶滅危惧種



           〈別紙－③〉 
 
 

 
 
 
 

 
コクガン【カモ目カモ科】 

 

カテゴリー

環境省 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物＜鳥類２００２＞ 
      （レッドデ－タブック）：絶滅危惧Ⅱ類 
徳島県の絶滅のおそれのある野生生物２００１（徳島県版レッドデータブ  
ック）：絶滅危惧Ⅱ類 
１９７１年 国の天然記念物に指定

形態
全長約61cm。頭から首、胸は黒色で首に不規則な白斑がある。背は黒
褐色、尾羽は黒色だが上下尾筒は白色。嘴は黒色である。

分布・生息状況

北極海沿岸のツンドラ地帯で繁殖し、冬期には太平洋・大西洋の温帯の
海岸地域で越冬する。日本には冬鳥として主に北海道や東北地方など
北日本に渡来し、少数が関東地方以南にも渡来する。１月中旬のガンカ
モ科鳥類生息調査では、１９７０年～１９９７年までの間では、全国で６０
羽（１９８４年）～６３８羽（１９８３年）の記録しかない。 
今回の調査で１月２０日（３羽）、２１日（４羽）、２２日（５羽）、 ２３日（３羽）
が確認された。

特記事項

徳島県内では那賀川で５～１０年に一度程度は確認されている。また、非
狩猟鳥であるが１９７９年（吉野川）、１９９１年（那賀川）で過去に心ない
狩猟者に射殺されたことがある。那賀川での過去２回（平成４年度，平成
９年度）の河川水辺の国勢調査（鳥類調査）では確認されていない。 那
賀川の河川・渓流環境アドバイザ－は、鳥類については、小林實委員
（前徳島市教育長）に委嘱している。

参考文献
改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物（鳥類２００２） 環境省 
徳島県の絶滅のおそれのある野生生物２００１ 
原色 日本野鳥生態図鑑〈水鳥編〉 保育社

 

 
 

那賀川を遊泳するコクガン 
                      （平成１５年１月２３日 土居敏幸撮影） 

 



           〈別紙－④〉 

 

 
 
 

 
アカアシカツオドリ【ペリカン目カツオドリ科】 

 

カテゴリー

環境省 改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物（鳥類２００２） 
        ：絶滅危惧ⅠＢ類 
※通称レッドデ－タブック。 
※絶滅危惧ⅠＢ：ⅠＡほどではないが、近い将来における野生での絶滅
の危険性が高いもの。

形態
全長約70cm。成鳥の羽色には、全身白色の白色型、全身が灰褐色の褐
色型、その中間型がある。どの羽色型の成鳥も足は赤色、嘴は青紫色で
ある。幼鳥は成鳥褐色型と似るが、黒色の嘴と暗色の脚で識別できる。

分布・生息状況

世界中の熱帯から亜熱帯海域に広く分布する。日本では、小笠原諸島・
琉球列島に飛来する。琉球列島南部の仲ノ神島で１９７５年と１９７７年に
１つがいが繁殖した記録がある。徳島県では、初めての飛来である。外
洋性の海鳥で海岸や内陸で記録されるのはごく稀である。

特記事項

那賀川の河川・渓流環境アドバイザ－は、那賀川での河川環境への指
導助言をもらうため四国地方整備局が委嘱しており、現在、専門分野毎
に１６名いる。鳥類については、小林實委員（前徳島市教育長）に委嘱し
ている。

参考文献
改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物（鳥類２００２） 環境省 
原色 日本野鳥生態図鑑〈水鳥編〉 保育社

 

 
 

那賀川河口でカモメとともに羽を休めるアカアシカツオドリ（中央の脚の赤い１羽のみ） 
                             （平成１４年１１月５日 土居敏幸撮影） 
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平成１４年度 河川水辺の国勢調査 鳥類調査 の総括（ ）

【 】河川水辺の国勢調査の構成

河川水辺の国勢調査は、次の６項目の調査から構成されています。

魚介類調査・

底生動物調査・

植物調査・

鳥類調査・

両生類 爬虫類 哺乳類調査・ ・ ・

陸上昆虫類等調査・

各生物調査は それぞれの河川おいて５ヶ年に１回以上実施し 一定の５ヶ、 、

年間で全ての生物調査を１巡させます 今回報告する 平成１４年度 河川水。 「

辺の国勢調査 鳥類調査 は鳥類調査の３巡目に該当します。 前回調査は平成（ ）」 （

）９年度、前々回は平成４年度に実施

なお 今回の報告は国土交通省による那賀川 桑野川の調査結果について整、 ・

理しています。

【 】鳥類調査

■ 調査の内容

平成１４年繁殖前期 ６月１１～１３日 繁殖後期 ７月２２～２３日 秋の（ ）、 （ ）、

渡り ９月１７～２０日 越冬前期 １１月５～６日 ８日 越冬期 １月２（ ）、 （ 、 ）、 （

０～２２日 ２４日 春の渡り ４月１６～１８日 の６回 那賀川 桑野川の直、 ） （ ） 、 ・

轄管理区間において現地調査を実施しました。

■ 調査方法

現地調査は ラインセンサス法 定点記録法 夜間調査 集団分布地調査により、 ・ ・ ・

行いました。

■ 調査結果の概要

今回調査の結果 １２０種の鳥類を確認しました 前回調査 平成９年度調、 。 （

査 の７２種と比較し４８種増加しています 原因は 前回調査の回数４回に） 。 、

対し今回鳥類の渡りの習性を考慮して調査時期を設定し、２回追加の計６回調

査を行っている為です 特定種としてアカアシカツオドリ ヨシゴイ チュウ。 、 、

サギ コクガン オシドリ ウミアイサ ミサゴ ハチクマ オオタカ ハイ、 、 、 、 、 、 、

タカ ウズラ ミヤコドリ シロチドリ ダイシャクシギ ホウロクシギ セ、 、 、 、 、 、

イタカシギ、コアジサシ、コマドリの１８種が確認されました。



注 特定種の定義（ ）

本資料では、次に該当する動植物を特定種とよんでいます。

○ 文化財保護法 の特別天然記念物および天然記念物「 」

○ 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律 の国内希少野生動植「 」

物種及び緊急指定種

○ 自然公園法 による指定植物「 」

（ ）「 」○環境省編 日本の絶滅のおそれのある野生生物 レッドデータブック2003 - -
掲載種

○環境省編 緑の国勢調査報告書 における すぐれた自然の調 主要野生（ ）「 」 「 」1976
動物一覧の掲載種

○環境省編 緑の国勢調査 第２回自然環境保全基礎調査 における 日（ ）「 （ ）」 「1982

本の重要な淡水魚類 環境省指定種 日本の重要な昆虫類 指標昆虫類 日本の重」 ・「 」 ・「

要な両生類 爬虫類 調査対象種・ 」

○環境省編 緑の国勢調査 第２回自然環境保全基礎調査 における希少（ ）「 （ ）」1983

（ ）種 鳥類

○我が国における保護上重要な植物種及び植物群落の研究委員会植物種分科会

我が国における保護上重要な植物種の現状 掲載種（ ）「 」1989

○水産庁編( ) 日本の希少な野生水生生物に関するﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ 掲載種1998「 」

○徳島県の絶滅のおそれのある野生生物( 掲載種2001）
※都道府県等の指定は徳島県を指します。

また 今回及び前回調査において確認された特定種は 別表 特定種一覧表 を、 、 「 」

参照願います。



（ ）資料編 鳥類調査



１．河川の概要

那賀川はその源を徳島県那賀郡剣山 標高 ｍ の急峻な山地部に発し、（ ）1,955

海川 海部谷川 坂州木頭川 古屋谷川 紅葉川 赤松川 谷内川 中山川 加、 、 、 、 、 、 、 、

茂谷川 桑野川などの支川を合わせつつ 那賀平野を東へ貫流して紀伊水道へ注、 、

ぐ、流域面積 、幹線流路延長 の一級河川である。874km 125.2km2

流域は徳島県の２市６町２村より構成され その多く 上流域～中流域 は 四、 （ ） 、

803国地方東部の山岳地域にある。流域の多くを占める山岳地帯の流域面積は

( )と流域の約９割を占め、平地は下流域に ( )あるだけで、全km 92% 39 km 5%2 2

流域面積の１割にも満たない。流域内の人口は約５万人である。

水質を ％値の最近の１０年間 平成３年～平成１２年 の平均値で見BOD75 （ ）

1.0mg/L 2.6 mg/Lると 本川の那賀川橋で であるが 支川桑野川の富岡新橋では、 、

と高い値を示している。

河川形態について那賀川を見ると 上流域には小見野々ダム 長安口ダム 川、 、 、

口ダムがあり それぞれのダムの上流域には停滞水域が広がっている ダム下流、 。

から北岸堰にかけては 流路は蛇行性に富み 瀬と淵が存在する中流域の様相を、 、

呈し 河床は礫質である 北岸堰から大京原橋の間は 直線的な河道の中に典型、 。 、

的な交互砂州が形成されている。大京原橋から下流では静水域が広がっている。

また、支川の桑野川は田園地帯を流れており、河川勾配が緩やかである。なお、

、河口海岸部から那賀川 付近、桑野川 付近までは感潮域となっていて6km 5km

低水路には干潟が見られる。



２．調査内容

１ 調査時期（ ）

那賀川水系の那賀川 桑野川において 現地調査を地域における鳥類の季節移・ 、

動型ごとの最適な確認時期を把握し 従来の調査回数 時期の再検討を行った結、 ・

果、回数については、前回の４回から２回追加し、以下の６回を実施した。

繁殖前期 平成１４年６月１１～１３日

繁殖後期 平成１４年７月２２～２３日

秋の渡り 平成１４年９月１７～２０日

、 （ 、 ・ ）越冬前期 平成１４年１１月５～６日 ８日 那賀川河口 那那那１ ２のみ

越冬期 平成１５年１月２０～２２日、２４日

春の渡り 平成１５年４月１６～１８日

２ 調査地区（ ）

調査地区は、那賀川 桑野川における直轄管理区間とした。・

地区 全体 観察 前回調査左

河川名 番号 調査 距離 地区名 面積 選定根拠 地区の特徴 地区との右

地区 対応岸

那賀川 那那那 0.0km 河口 136ha 前回調査結果と 左岸よりに比較 那那徳１左

1 ～ 比較 検討する 的大きな中州が に相当す岸 ・

2.1km ために前回と同 あり潮の干満に る。

地点とした。 より干潟が形成

される。塩生植

物が生息してい

る。

那那那 ☆ 2.1km 中島 119ha 前回調査結果と 環境は河口とほ 那那徳2左

2 ～ 比較 検討する ぼ同様で、干潮 に相当す岸 ・

4.7km ために前回と同 時には干潟が形 る。

地点とした。 成され、塩生植

全体調査地区で 物が生息してい

ある。 る。



地区 全体 観察 前回調査左

河川名 番号 調査 距離 地区名 面積 選定根拠 地区の特徴 地区との右

地区 対応岸

那那那 6.0km 那賀川橋 140ha 前回調査結果と 淡水域の下流端 那那徳3左

3 ～ 上流 比較 検討する 付近。平瀬 早 に相当す岸 ・ ・

10.0km ために前回と同 瀬 淵が形成さ る。・

地点とした。 れ、水際部には

ツルヨシ群落が

ある。

那那那 11.2km 南岸堰下 121ha 前回調査結果と 南岸堰の直下 那那徳4右

4 ～ 流 比較 検討する 流。河川敷は草 に相当す岸 ・

13.4km ために前回と同 地から樹林まで る。

地点とした。 多様な植生がみ

られる。

那那那 15.0km 中央橋 53ha 前回調査結果と 大きなＭ型の淵 那那徳5両

5 ～ 比較 検討する があり、中央橋 に相当す岸 ・

16.8km ために前回と同 の上流側に早瀬 る。

地点とした。 がある。河川敷

は植物の生育が

少ない

桑野川 那桑那 3.6km 前回調査結果と 那桑徳に両 富岡橋 17ha 感潮域。左岸側

1 ～ 比較 検討する 相当す岸 に岡川が流入・

5.3km ために前回と同 る。し、ヨシ帯が存

在する。地点とした。

那桑那 ☆ 7.5km 前回調査結果と 那桑徳2左 大原 16ha 川の蛇行により

2 ～ 比較 検討する に相当す岸 淵が形成され緩・

9.1km ために前回と同 る。やかな流れを呈

している。下流の地点とした。

一の堰で時期に全体調査地区で

より湛水する。ある。

☆:全体調査地区





３ 現地調査結果の概要（ ）

那賀川水系における2002年度の鳥類現地調査は、繁殖前期（6月11～13日）、繁殖後期

（7月22～23日）、秋の渡り（9月17～20日）、越冬前期（11月5～6、8日）、越冬期（1月2

0～22日、24日）、春の渡り（4月16～18日）の6回実施した。調査区間は、那賀川5地区、

桑野川2地区の計７地区に設定した。

調査方法はライセンサス法を基本としたが、鳥類が蝟集しやすく、さらに周囲が開けた

場所がある、那那那１（河口）、那那那2（中島）、那那那4（南岸堰）、那桑那1（富岡橋）の

4区間に調査定点を各1地点設定し、定点記録法も併用して実施した。また、夕刻から夜

間にかけて、集団のねぐら入り郡および夜行性鳥類調査を実施した。調査は繁殖前期、

繁殖後期、越冬期の那桑那1を除く区間で実施した。

本年度における調査で確認した鳥類は、帰化種、家禽の放籠鳥を合わせて120種1

6,398個体であった。季節別の出現状況は繁殖前期：52種1,580個体、繁殖後期：46種

1,835個体、秋の渡り：57種2,320個体、越冬前期：43種3,134個体、越冬期：71種4,250個

体、春の渡り：77種3,279個体であった。季節移動型で分類すると、留鳥39種6,421個体、

夏鳥17種334個体、冬鳥40種8,955個体、旅鳥20種216個体、迷鳥1種1個体、帰化種

2種440個体、放籠鳥1種11個体、未同定種20個体であった。種数は、春の渡りに77種と

最も多い種が確認され、個体種は、越冬期に4,250個体と最も多く確認された。年間をと

おして留鳥及び冬鳥が出現した鳥の大部分を占めた。

地区別にみると、本川は、那那那1（河口付近）67種5,325個体、那那那2（中島付近）

57種4,303個体、那那那3（那賀川橋上流付近）57種2,736個体、那那那4（南岸堰下流付

近）55種1,083個体、那那那5（中央橋付近）48種920個体であった。また、那賀川支川の

桑野川の那桑那1（富岡橋付近）42種1,554個体、那桑那2（大原付近）47種477個体であ

った。那賀川は、下流ほど種類・個体数ともに増加するという傾向がみられた。

集団分布地としては、イカルチドリの集団繁殖地を中央橋下流で確認。集団ねぐらは、

サギ類が那賀川橋上流をねぐらとしていることを確認した。ねぐら入り群は、ツバメの群を

南岸堰下流で確認したが、持井橋から勝浦川方面に飛去した。ムクドリは、河口付近で

辰巳工業団地方面に飛去する群れを確認した。ハクセキレイは、中島付近で確認したが

下流方面に飛去した。

集団越冬地としては、カモ類・カモメ類・カワウが越冬前期から春の渡りまで河口付近

で見られ、桑野川の富岡橋付近では越冬期にカモの群れを確認した。

渡り鳥の群れとしては、春の渡り期にシギ類チドリ類の群れを河口付近で確認した。そ

の他、イカルチドリの群れを、那賀川橋下流、ハシボソガラスは大京原橋下流、サギ類は

那賀川橋上流、カモメ類・カワウは河口付近、カワウは南岸堰下流でそれぞれ確認され

ました。



考察・評価

（ｅ）鳥類の生息と河川環境の関わりについて

調査年度
四国地方整備局 那賀川工事事務所 那賀川 那賀川 2002
地建・都道府県名 事務所・部局名 水系名 河川名

1.既往文献および過去の河川水辺の国勢調査との比較

今回の現地調査では、15目37科120種を確認した。確認種は、前回(1997年度)の現地調査の確認種(72種)より48種多
く、過去の那賀川水系の確認リストに新たに15種の鳥類を加えることができた。これによって、現地調査と既往文献で
確認された鳥類を合わせた確認総種数は、16目43科164種になった。
今回の調査における確認種の目別の組成は、前前回、前回調査と比較して大きく増加している。これは、これまでの調
査時期に加えて、越冬前期および春の渡り期など、鳥類の渡りの習性を考慮して適切な調査時期を追加したことが要
因のひとつとしてあげられる。このことによって、前回と比較してカモ目3種、チドリ目13種、スズメ目19種など、これまで
以上に那賀川水系の直轄管理区間の在来種および渡り鳥の生息状況を把握することができた。

2.集団分布地とねぐら

鳥類の集団分布地は、「集団繁殖地」、「集団ねぐら」、「集団越冬地」、「渡りの集団中継地」、「その他」のカテゴリ－に
分類することができる。今回調査の概要は次のとおりである。

「集団繁殖地」
中流域の河川敷や中洲の砂礫地にチドリ類、南岸堰下流に広がる河畔林にサギ類の集団繁殖地が見込まれたが、調
査では中央橋下流の河川敷にイカルチドリの10個体ほどの繁殖している小群が確認された程度であった。一方、サギ
類は、那賀川橋上流右岸の低木林上にアオサギ90個体ほどの群れが見られたが特に繁殖に至る兆候はなかった。夜
間調査時においても確認されたことから、那賀川を餌場としているアオサギが仮ねぐらとして利用している可能性があ
る。また、調査範囲以外ではあるが、那賀川町出島にあるゴルフ場の緩衝林帯では、4月の調査時に7巣のアオサギの
コロニ－を確認した。

「集団ねぐら」
　河川内に集団でねぐらをとっていた種としては、前述のアオサギが該当する。最も個体数が多かったのは繁殖後期の
7月で、低木上の個体と周辺の砂礫地の個体も併せて130個体ほどの群れを確認した。
一方、河川敷のアシ原など高茎草地に集団でねぐらをとることで知られるツバメや、竹林やエノキ林など河畔林にねぐ
らをとることがあるムクドリ、橋梁など構造物をねぐらとするハクセキレイは、河川域で就塒前の集合群を確認した。し
かし、ツバメは持井橋から勝浦川に移動していたこと、ムクドリは辰巳工業団地に飛去すること、ハクセキレイは阿南市
方向に見失ったことから、提内地に集団ねぐらが存在するものと推察された。

「集団越冬地」
越冬前期と越冬期および前後の秋の渡り期と春の渡り期にかけて、那賀川水系で集団越冬する種を確認した。越冬群
は水鳥が主で、那賀川および桑野川ともに感潮域に多かった。那賀川では0.0～2.7kmの区間にカモ類、カモメ類、カワ
ウが特に多く、最多個体数で見ると、カモ類はヒドリガモを優占種とする約1,100個体、カモメ類はウミネコを優占種とす
る約5,500個体、カワウは約190個体をカウントした。一方、桑野川はカモ類が構成主体となり、富岡橋から下流にヒドリ
ガモやオカヨシガモなど約700個体を確認することができた。

「渡りの集団中継地」
渡り鳥には、繁殖地と越冬地の間を移動中に、集団で立ち寄り休息する中継地がある。那賀川水系では河口周辺の
干潟を利用しているようであった。アジサシは、9月の秋の渡り期に河口干潟で採餌および休息する90個体ほどの群れ
を確認することができた。また、4月の春の渡り期には、河口干潟で採餌するハマシギ、オバシギ、キョウジョシギ、オオ
ソリハシシギ、メダイチドリ、ダイゼンなど90個体ほどのシギ類チドリ類の群れを確認することができた。

「その他」
その他に、南岸堰上流の淵では集団で採餌するカワウの群れや、大京原橋下流の河川敷に集まったハシボソガラス
などがある。いずれも、那賀川水系を広範囲に移動し、採餌や休息時に集団をつくる習性がある。そのために突発的
に提外地を利用した例であった。

3.鳥類と調査区間の環境との関わり

那賀川の調査区間は、沖積平野の始まりから紀伊水道に至るまでの区間に該当する。また、桑野川の調査区間は沖
積平野を蛇行し農耕地、市街地をとおる緩流河川である。
那賀川本川の鳥類相は、下流ほど種類数・個体数共に多い傾向が見ることができる。これは、一般的な河川に生息す
る種(サギ類、セキレイ類、カワセミ類、ホオジロ類、淡水性カモ類等)に加えて、河口に近いほど海洋性種(カモメ類、シ
ギ類チドリ類、海水性カモ類等)の群れが入った結果である。一方、桑野川では種類数は上流側が多く、個体数は下流
側が多かった。下流側で種類数が少なかった要因として、河川が市街地を貫流し周囲の農耕地や山林と分断されてい
るうえ、護岸がコンクリートやブロックで改修されて高水敷が一部道路に利用されるなど、河川の自然環境が単調で多
様性に欠けることがあげられる。しかし、感潮域であるため干潟、ヨシ原が存在するため、カモ類、サギ類、カワウなど
の水鳥類の群れが見られ個体数は多かった。上流側は、周囲に農耕地や山林が隣接し、草地のある高水敷が存在す
る。そのため平地から山地性種まで多種多様な種類が確認できた。しかし、河川改修により水路化し、堰上げにより静
水域になった水辺には、陸域と水域の間にある水深の浅い｢移行帯｣がないため、水辺を利用する種類が極端に少な
かった。



考察・評価

（f）今回の調査全体に対する照査実施者の所見

調査年度
四国地方整備局 那賀川工事事務所 那賀川 那賀川 2002
地建・都道府県名 事務所・部局名 水系名 河川名

･今回の調査全体に対する所見
  調査を適切な時期に実施し、全体の調査回数、夜間調査・集団分布地調査の回数を増やしたことで、今までにない
詳細なデータが得られたと思う。また、アカアシカツオドリ、コクガンをはじめとする特定種の確認も多く、非常に重要
なデータが得られた。さらに、考察も詳細になされており、よくまとまっている。

･次回の調査を実施する際の課題
  今回非常に詳細に調査されているので、次回以降も今回調査の時期･回数･頻度を踏襲して調査してほしい。
  コアジサシが近年減少しているので追跡的な調査を行ってほしい。
  逆にカワウは増加傾向にあり、アユの養殖場等で捕食による被害が発生している。行動範囲が広いため徳島県だ
けでなく、四国全体で生態を把握する必要がある。



鳥類経年出現状況一覧表 整理様式 7

No. 前回 今回 文献１ 文献２

1997 2002 1978 1992
1 ●
2 ● ● ● ●
3 ●
4 ●
5 ● ●
6 ●
7 ●
8 ●
9 ● ● ●
10 ●
11 ● ●
12 ● ● ● ●
13 ● ● ●
14 ● ● ●
15 ● ● ● ●
16 ● ● ●
17 ● ● ● ●
18 ● ● ●
19 ● ●
20 ●
21 ●
22 ●
23 ● ●
24 ●
25 ● ● ●
26 ● ● ●
27 ● ● ●
28 ● ●
29 ● ● ● ●
30 ● ● ● ●
31 ● ● ●
32 ● ●
33 ● ●
34 ● ●
35 ● ● ●
36 ● ●
37 ●
38 ● ●
39 ● ● ●
40 ● ●
41 ● ● ● ●
42 ●
43 ● ●
44 ●
45 ● ●
46 ● ● ●
47 ● ● ●
48 ●
49 ●
50 ● ●
51 ● ● ● ●
52 ● ●
53 ● ●
54 ● ● ●
55 ●
56 ●
57 ● ●
58 ●
59 ●
60 ● ● ●
61 ● ● ●
確
認
種
数

ﾁｭｳﾋ

那賀川 2002
水系名
那賀川

事務所・部局名 河川名 調査年度地建・都道府県名
四国地方整備局

ｺｼﾞｭｹｲ
ｳｽﾞﾗ
ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ
ﾊﾔﾌﾞｻ

那賀川工事事務所

 調査対象区間内での確認種（●）

ｻｼﾊﾞ
ﾉｽﾘ
ﾊｲﾀｶ

ｶｲﾂﾌﾞﾘ
ﾊｼﾞﾛｶｲﾂﾌﾞﾘ
ﾐﾐｶｲﾂﾌﾞﾘ

種名

ｼﾛｴﾘｵｵﾊﾑ

ｷｼﾞ

ﾊﾞﾝ
ﾋｸｲﾅ
ｸｲﾅ

ﾊｲｲﾛﾁｭｳﾋ

 総  合  計

ﾀﾏｼｷﾞ
ｵｵﾊﾞﾝ

 その他の水域で確認された（▲）

 調査対象区間内かどうか確定
 不能（■）

ﾐﾔｺﾄﾞﾘ
ｺﾁﾄﾞﾘ

ｶﾝﾑﾘｶｲﾂﾌﾞﾘ
ｵｵﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ
ﾊｼﾎﾞｿﾐｽﾞﾅｷﾞﾄﾞﾘ
ｱｶｱｼｶﾂｵﾄﾞﾘ
ｶﾜｳ
ｳﾐｳ
ﾖｼｺﾞｲ
ｺﾞｲｻｷﾞ
ｻｻｺﾞｲ
ｱﾏｻｷﾞ
ﾀﾞｲｻｷﾞ
ﾁｭｳｻｷﾞ
ｺｻｷﾞ
ｱｵｻｷﾞ
ﾍﾗｻｷﾞ
ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞ
ｺｸｶﾞﾝ
ｶﾞﾁｮｳ
ﾂｸｼｶﾞﾓ
ｵｼﾄﾞﾘ

ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ
ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ

ﾏｶﾞﾓ
ｶﾙｶﾞﾓ
ｺｶﾞﾓ
ﾖｼｶﾞﾓ

ｵｼﾞﾛﾜｼ
ｵｵﾀｶ
ﾂﾐ

ｳﾐｱｲｻ
ﾐｻｺﾞ
ﾊﾁｸﾏ
ﾄﾋﾞ

河川水辺の国勢調査 文献調査

ﾎｵｼﾞﾛｶﾞﾓ

ｱﾋﾙ
ﾎｼﾊｼﾞﾛ
ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ
ｽｽﾞｶﾞﾓ

ｵｶﾖｼｶﾞﾓ
ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ



鳥類経年出現状況一覧表 整理様式 7

No. 前回 今回 文献１ 文献２

1997 2002 1978 1992
62 ● ● ●
63 ● ● ●
64 ● ●
65 ●
66 ●
67 ● ●
68 ●
69 ● ●
70 ● ●
71 ● ● ●
72 ●
73 ● ● ●
74 ●
75 ● ●
76 ●
77 ●
78 ●
79 ●
80 ●
81 ● ● ●
82 ● ●
83 ● ● ●
84 ● ● ● ●
85 ● ● ●
86 ●
87 ● ●
88 ●
89 ● ● ●
90 ● ● ●
91 ●

●
92 ●
93 ●
94 ● ● ● ●
95 ● ● ● ●
96 ● ● ●
97 ●
98 ● ● ● ●
99 ● ● ●
100 ● ●
101 ● ● ●

●
●

102 ● ● ●
103 ● ● ● ●
104 ● ●
105 ●
106 ● ● ●
107 ● ●
108 ●
109 ● ● ●
110 ● ● ● ●
111 ●
112 ● ●
113 ● ●
114 ● ● ● ●
115 ● ● ●
116 ● ● ●
117 ● ● ●
118 ● ● ●
119 ● ● ●
確
認
種
数

調査年度
四国地方整備局 那賀川工事事務所 那賀川 那賀川 2002
地建・都道府県名 事務所・部局名 水系名 河川名

河川水辺の国勢調査 文献調査

種名

ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ
ｼﾛﾁﾄﾞﾘ
ﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ
ｵｵﾒﾀﾞｲﾁﾄﾞﾘ
ﾑﾅｸﾞﾛ
ﾀﾞｲｾﾞﾝ
ｹﾘ
ﾀｹﾞﾘ
ｷｮｳｼﾞｮｼｷﾞ
ﾄｳﾈﾝ
ｳｽﾞﾗｼｷﾞ
ﾊﾏｼｷﾞ
ｻﾙﾊﾏｼｷﾞ
ｵﾊﾞｼｷﾞ
ﾐﾕﾋﾞｼｷﾞ
ﾍﾗｼｷﾞ
ﾂﾙｼｷﾞ
ｱｶｱｼｼｷﾞ
ｱｵｱｼｼｷﾞ
ｸｻｼｷﾞ
ﾀｶﾌﾞｼｷﾞ
ｷｱｼｼｷﾞ
ｲｿｼｷﾞ
ｿﾘﾊｼｼｷﾞ
ｵｵｿﾘﾊｼｼｷﾞ
ﾀﾞｲｼｬｸｼｷﾞ
ﾎｳﾛｸｼｷﾞ
ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ
ﾀｼｷﾞ
ｵｵｼﾞｼｷﾞ
ｼｷﾞ科の一種
ｾｲﾀｶｼｷﾞ
ｱｶｴﾘﾋﾚｱｼｼｷﾞ
ﾕﾘｶﾓﾒ
ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ
ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ
ｼﾛｶﾓﾒ
ｶﾓﾒ
ｳﾐﾈｺ
ｱｼﾞｻｼ
ｺｱｼﾞｻｼ
ｶﾓﾒ科の数種
ｶﾓﾒ科の一種
ﾄﾞﾊﾞﾄ
ｷｼﾞﾊﾞﾄ
ｱｵﾊﾞﾄ
ﾂﾂﾄﾞﾘ
ﾎﾄﾄｷﾞｽ
ｺﾐﾐｽﾞｸ
ﾋﾒｱﾏﾂﾊﾞﾒ
ｱﾏﾂﾊﾞﾒ
ｶﾜｾﾐ
ｱﾘｽｲ
ｱｵｹﾞﾗ
ｺｹﾞﾗ
ﾋﾊﾞﾘ
ｼｮｳﾄﾞｳﾂﾊﾞﾒ
ﾂﾊﾞﾒ
ｺｼｱｶﾂﾊﾞﾒ
ｲﾜﾂﾊﾞﾒ
ｷｾｷﾚｲ
 調査対象区間内での確認種（●）

 その他の水域で確認された（▲）

 調査対象区間内かどうか確定
 不能（■）
 総  合  計



鳥類経年出現状況一覧表 整理様式 7

No. 前回 今回 文献１ 文献２

1997 2002 1978 1992
120 ● ● ● ●
121 ● ● ●
122 ● ●
123 ● ● ● ●
124 ● ● ●
125 ● ● ●
126 ●
127 ●
128 ● ● ●
129 ● ● ●
130 ● ● ●
131 ●
132 ● ●
133 ● ●
134 ● ● ● ●

●
135 ● ● ●
136 ●
137 ● ● ●
138 ●
139 ● ● ● ●
140 ●
141 ●
142 ● ●
143 ● ●
144 ● ●
145 ● ●
146 ● ● ● ●
147 ● ● ● ●
148 ● ●
149 ● ●
150 ● ● ●
151 ● ●
152 ● ●
153 ● ● ● ●
154 ●
155 ● ●
156 ● ●
157 ●
158 ●
159 ●
160 ● ● ● ●
161 ● ●
162 ● ● ●
163 ● ● ●
164 ● ● ●

確 97 120 130 25
認
種 0 0 0 0
数

0 0 0 0

97 120 130 25

調査年度
四国地方整備局 那賀川工事事務所 那賀川 那賀川 2002
地建・都道府県名 事務所・部局名 水系名 河川名

河川水辺の国勢調査 文献調査

種名

ﾊｸｾｷﾚｲ
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ
ﾋﾞﾝｽﾞｲ
ﾀﾋﾊﾞﾘ
ﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾓｽﾞ
ｶﾜｶﾞﾗｽ
ｺﾏﾄﾞﾘ
ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ
ﾉﾋﾞﾀｷ
ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ
ﾄﾗﾂｸﾞﾐ
ｱｶﾊﾗ
ｼﾛﾊﾗ
ﾂｸﾞﾐ
ﾂｸﾞﾐ科の一種
ｳｸﾞｲｽ
ｺﾖｼｷﾘ
ｵｵﾖｼｷﾘ
ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ
ｾｯｶ
ｷﾋﾞﾀｷ
ｵｵﾙﾘ
ｴﾅｶﾞ
ﾂﾘｽｶﾞﾗ
ﾔﾏｶﾞﾗ
ｼｼﾞｭｳｶﾗ
ﾒｼﾞﾛ
ﾎｵｼﾞﾛ
ﾎｵｱｶ
ｶｼﾗﾀﾞｶ
ｱｵｼﾞ
ｵｵｼﾞｭﾘﾝ
ｱﾄﾘ
ｶﾜﾗﾋﾜ
ｺｲｶﾙ
ｲｶﾙ
ｼﾒ
ﾍﾞﾆｽｽﾞﾒ
ﾍｷﾁｮｳ
ｷﾝﾊﾟﾗ
ｽｽﾞﾒ
ｺﾑｸﾄﾞﾘ
ﾑｸﾄﾞﾘ
ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ
ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ

 調査対象区間内での確認種（●）

 その他の水域で確認された（▲）

 調査対象区間内かどうか確定
 不能（■）
 総  合  計



 現地調査時に撮影された特定種

No. 1
写真標題

説　明

撮影年月日

No. 2
写真標題

説　明

撮影年月日

No. 3
写真標題

説　明

撮影年月日

特定種

アカアシカツオドリ

環境省:絶滅危惧IB類

2002/11/05

特定種

セイタカシギ

環境省:絶滅危惧IB類
徳島県:絶滅危惧I類

2003/04/18

特定種

コクガン

国指定天然記念物
環境省:絶滅危惧II類
徳島県:絶滅危惧II類

2003/01/20



 現地調査時に撮影された特定種

No. 4
写真標題

説　明

撮影年月日

No. 5
写真標題

説　明

撮影年月日

No. 6
写真標題

説　明

撮影年月日

特定種

ウミアイサ

徳島県:絶滅危惧II類

2003/04/16

特定種

ミサゴ

環境省:準絶滅危惧、
徳島県:絶滅危惧II類

2002/09/20

特定種

シロチドリ

徳島県:絶滅危惧II類

2002/07/22



 現地調査時に撮影された特定種

No. 7
写真標題

説　明

撮影年月日

No. 8
写真標題

説　明

撮影年月日

ホウロクシギ

環境省:絶滅危惧II類

2003/04/16

特定種

徳島県:準絶滅危惧

2002/09/17

徳島県:絶滅危惧II類

特定種

ミヤコドリ




